
広報WARABI ● 平成27年11月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.11km２

● 10月１日現在人口：72,931人 前月比    ＋40人
 　　　　　　　　　   男 37,105人　女 35,82６人
　　　　　　　　　 世帯数：3６,６97
　　　　　　　　　 人口密度：14,272人／km２

2015/平成27年
わらび・775

いっぱい採れたよサツマイモ
子どもたちの笑顔も大豊作 !!
　10月23日、中央７丁目のぷちトマト
くらぶの農園で、下蕨公民館の子育て
講座「うさちゃん学級」（２・３歳児）の
親子18組がサツマイモ掘りに挑戦しま
した。土を掘り起こすと、次々と顔をの
ぞかせるおいもに子どもたちは大喜び。
秋の実りとともに笑顔も大豊作でした。

～今月の特集～
◦食品ロスについて考える
◦大学生消防団員の奮闘
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日
本
全
体
の
食
品
ロ
ス
の
発
生

量
は
、
年
間
約
５
０
０
万
～
８
０

０
万
㌧
（
平
成
23
年
度
・
農
林
水

産
省
）
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
訳
は
、
家
庭
か
ら
の
食
べ
残

し
や
買
い
す
ぎ
な
ど
に
よ
り
２
０

０
万
～
４
０
０
万
㌧
、
食
品
会
社

や
小
売
店
、
飲
食
店
な
ど
か
ら
の

規
格
外
品
や
返
品
、
売
れ
残
り
、

食
べ
残
し
な
ど
に
よ
り
３
０
０
万

～
４
０
０
万
㌧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
部
は
飼
料
や
肥
料
な
ど
と

し
て
、
再
生
利
用
を
し
て
い
ま
す

が
、
多
く
が
ご
み
と
し
て
処
理
を

さ
れ
、
私
た
ち
日
本
人
が
古
く
か

ら
受
け
継
ぎ
、
美
徳
と
さ
れ
て
き

た「
も
っ
た
い
な
い
」と
い
う
精
神

に
反
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　食べられる食品を廃棄する ｢食品ロス｣。食生活が豊かな日本なら
ではのこの課題は、家庭や食品会社、小売店、飲食店などからさま
ざまな理由で大量に発生し、その対策の必要性が求められています。
　そうしたなか、市内学校では給食の食べ残しを減らす取り組みが
進められ、一人１日当たりの量、総量ともに年々減少しています。
　ここ２、３㌻では、食品ロスの現状と併せてお伝えします。

み
ん
な
で
減
ら
そ
う
！

　
も
っ
た
い
な
い 

食
品
ロ
ス

食
べ
ら
れ
る
食
品
を
捨
て
る

食
品
ロ
ス
が
日
本
で
大
量
に

食べ残しを含め、食品ロスはさまざまな理由で発生します

特集：食品ロスについて考える 日本の食品ロス発生量（Ｈ23）

年間約500万～800万㌧
（農林水産省推計）
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市内学校給食の食べ残しの推移

合計（kg）　　　　一人１日当たり（g）
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は
約
40
％
と
い
ず
れ
も
大
幅
に
減

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
要
因
と
し
て

は
、
適
切
な
栄
養
価
を
考
慮
し
た

上
で
の
量
や
味
付
け
を
工
夫
し
た

献
立
の
作
成
、
各
学
校
に
お
け
る

啓
発
活
動
や
栄
養
士
に
よ
る
訪
問

栄
養
指
導
の
ほ
か
、
小
・
中
学
校

の
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
と
い

っ
た
環
境
の
整
備
な
ど
が
考
え
ら

れ
、
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
取
り

組
み
の
成
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

各
学
校
と
も
、
食
べ
残
し
を
減

ら
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
特
徴
あ
る
西
小
学
校
の
事
例

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

他
校
に
比
べ
て
食
べ
残
し
が
多

か
っ
た
同
校
で
は
、
一
昨
年
か
ら

５
、
６
年
生
で
構
成
す
る
給
食
委

員
会
を
中
心
に
、「
残
食
０
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
開
始
。
第
３
週
を
同

期
間
と
し
、
そ
の
間
、「
残
食
０
」

だ
っ
た
ク
ラ
ス
を
表
彰
す
る
方
法

で
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
栄
養
士
が

『
も
っ
た
い
な
い
通
信
』を
定
期
的

に
発
行
し
、
食
べ
残
し
の
量
や
給

食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
の
様
子
を
紹

　

で
は
、
市
内
の
学
校
給
食
の
食

べ
残
し
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

全
小
・
中
学
校
（
10
校
）
の
給

食
は
、
錦
町
２
丁
目
に
あ
る
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
で
毎
日
約
４
６
０

０
食
分
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
食
べ
残
し
の
量
は
、

一
人
１
日
当
た
り
48
・
７
㌘
、
年

間
の
総
量
は
３
万
５
６
１
１
㌕
。

近
年
の
状
況
（
２
㌻
グ
ラ
フ
）
を

見
る
と
22
年
度
と
比
べ
、
一
人
１

日
当
た
り
の
量
は
約
30
％
、
総
量

年
々
減
少
す
る
学
校
給
食
の
食
べ
残
し
量

全
小
・
中
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
栄
養
士
に
よ

る
訪
問
栄
養
指
導
（
中
央
小
学
校
３
年
生
）

各
学
校
で
取
り
組
み
を
推
進

～みんなのアイデアが学校給食の献立に！～

　絵本（右）を読ん
で、作ってみまし
た。ポイントはオ
リジナルでキャベ
ツを入れたところ
です。楽しみだな。

　一年中、用意が
できる食材を使っ
た料理がいいなと
思い、この献立に
しました。採用さ
れてうれしいです。

　お父さんと相談
して、メニューを
考えました。ジャ
ーマンポテトは大
好きなので、たく
さん食べたいな。

塚越小学校４年生

竹
たけ

村
むら

 歩
あ ゆ み

珠さん

中央東小学校６年生

佐
さ

藤
とう

 匠
たく

真
ま

さん

北小学校４年生

谷
たに

本
もと

 陽
はる

夏
か

さん

食育の推進の一環として、２年前からスタートした ｢学校給食のメニュー作りにチャレンジ｣ の取り組み。
今年も200件を超える応募が集まり、その中から今月は２つのメニューが登場します。みんな楽しみですね。

おだんごスープ
小学校＝11月２日
中学校＝11月20日

▶�竹村さんがヒン
トを得た絵本

偕成社
文：角野栄子
絵：市川里美

▲�このメニューは我
が家の自慢料理と
して、２人の案が
採用されました

ジャーマンポテト
小学校＝11月17日
中学校＝11月10日イメージ

イメージ

残
食
０
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

西
小
の
取
り
組
み
例
を
紹
介

介
し
、啓
発
を
続
け
て
い
ま
す
。こ

う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
一
人

１
日
当
た
り
の
食
べ
残
し
が
24
年

度
の
60
・
５
㌘
か
ら
、
昨
年
度
は

約
55
％
減
の
27
㌘
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
く
４
、
５
㌻
は
、
西
小
学
校

給
食
委
員
会
の
児
童
た
ち
が
、
食

品
ロ
ス
に
関
す
る
取
材
を
し
た
内

容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

今日もおいし
かったです！
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　ここ４、５㌻では西小学校給食委員会（委員12人）の３人が、食品ロス
を身近な暮らしの問題として捉え、啓発や学習成果の発表を行っている
蕨ひがし生活学校（会員50人）の高松とし枝さんにお話を聞きました。

食品ロスについて、高松さんに取材をする西小の児童３人

鍵はそれぞれの取り組みの推進
～西小児童の取材リポート～

児
童　

私
た
ち
は
給
食
の
食
べ
残

し
が
い
け
な
い
理
由
を
話
し
合
っ

た
と
こ
ろ
、
食
べ
物
を
粗そ

末ま
つ

に
し

て
は
い
け
な
い
、
給
食
は
栄
養
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
作
ら
れ
て
い
る

か
ら
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

高
松　

そ
う
ね
。
食
べ
ら
れ
る
食

品
を
捨
て
る
こ
と
を「
食
品
ロ
ス
」

と
い
い
ま
す
が
、
も
っ
た
い
な
い

こ
と
よ
ね
。
日
本
で
は
食
品
ロ
ス

が
大
量
に
出
て
い
る
け
ど
、
世
界

中
で
は
８
億
人
以
上
も
の
人
が
栄

養
不
足
で
苦
し
ん
で
い
る
の
よ
。

児
童　

そ
う
し
た
人
た
ち
の
こ
と

を
思
う
と
、
た
い
せ
つ
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

高
松　

日
本
は
食
料
自
給
率
が
低

く
、
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
の
に
捨

て
て
し
ま
う
の
は
よ
く
な
い
わ
ね
。

年
間
５
０
０
万
～
８
０
０
万
㌧
も

の
食
品
ロ
ス
が
出
て
い
る
の
。

児
童　

そ
れ
が
ご
み
に
な
る
と
、

環
境
に
も
よ
く
な
い
で
す
ね
。

　５、６年生が委員となっている私たち給食委員
会では、日頃から協力し合い、給食時に各クラス
へマナーの啓発をしたり、食べ残しをなくす「残
食０キャンペーン」に取り組んだりしています。

　蕨ひがし生活学校では食品ロスについて、市内
の飲食店や小売店、公共施設、家庭の状況、その発
生原因などを４年にわたり調査し、消費生活展で
発表するなど、削減に向けて啓発を行っています。

高
松　

私
た
ち
が
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
家
庭
で
は
食
べ
残
し
や
作
り

す
ぎ
、
食
べ
忘
れ
の
ほ
か
、
期
限

切
れ
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
と
こ

ろ
で
、
賞
味
期
限
と
消
費
期
限
の

違
い
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

Ｑ
な
ぜ
食
品
ロ
ス
は
問
題
な
の

Ｑ
食
品
ロ
ス
の
発
生
理
由
は

西小学校給食委員会６年生

福
ふく

澤
ざわ

 心
み

結
ゆう

 委員長

西小学校給食委員会６年生

近
こん

藤
どう

 蓮
れん

太
た

 さん

西小学校給食委員会６年生

奥
おく

田
だ

 芽
め

生
い

 さん

蕨ひがし生活学校

高
たか

松
まつ

 とし枝
え

 運営委員長
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5　広報WARABI ※食品会社の製造工程で発生する規格外品などを引き取り、福祉施設等へ無料で提供すること

～これが私たちの食品ロス減の実践法～

　余った野菜をハンバーグや
餃子、お好み焼きの具として
使ったり、ためておいた野菜
のくずをスープのだしとして
活用したりしています。栄養
もあって子どももおいしく食
べられるので、一石二鳥です。

　町会の集まりなどで、食べ
残しが出たときには小分けに
してパックに入れ、各家庭へ
持って帰ってもらっています。
また、日持ちする飲み物など
は次の催しまで保管し、無駄
が出ないよう心がけています。

　夫婦２人暮らしです。食べ
る量もそう多くはないので食
材を余らせないよう、買い物
の前に冷蔵庫の中を確認して
から、出かけています。あと、
小分けの食材やカット野菜な
ども利用すると便利ですね。

中央１丁目

田
た

代
しろ

 祐
ゆ

美
み

さん

塚越３丁目

木
き

村
むら

 哲
てつ

雄
お

さん

塚越２丁目

新
にい

間
ま

 キヨさん

児
童　

賞
味
期
限
は
「
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
期
限
」、消
費
期

限
は
「
過
ぎ
た
ら
食
べ
な
い
ほ

う
が
い
い
期
限
」
っ
て
、
祖
母

か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
松　

そ
う
ね
。
賞
味
期
限
は

傷
み
に
く
い
食
品
に
、
消
費
期

限
は
傷
み
や
す
い
食
品
に
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
違
い
を
知
ら

ず
賞
味
期
限
切
れ
だ
か
ら
捨
て

る
と
い
う
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

児
童　

も
っ
た
い
な
い
で
す
ね
。

高
松　

ま
た
、
飲
食
店
で
は
食

べ
残
し
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
は

規
格
外
品
や
３
分
の
１
ル
ー
ル

に
よ
る
廃
棄
も
多
い
ん
で
す
よ
。

児
童　

３
分
の
１
ル
ー
ル
？

高
松　

製
造
日
か
ら
賞
味
期
限
ま

で
を
３
分
割
し
、
最
初
の
３
分
の

１
を
ス
ー
パ
ー
な
ど
へ
の
納
品
期

限
、
次
の
３
分
の
１
を
販
売
期
限

と
す
る
ル
ー
ル
で
す
。
こ
れ
ら
を

過
ぎ
る
と
廃
棄
す
る
た
め
、
食
品

ロ
ス
の
一
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
松　

消
費
者
は
買
い
物
の
際
に
、

陳
列
商
品
の
手
前
（
賞
味
期
限
が

古
い
物
）か
ら
取
り
、購
入
す
る
と

い
っ
た
工
夫
の
ほ
か
、
期
限
表
示

だ
け
に
頼
ら
ず
五
感
を
使
い
、
捨

て
る
か
判
断
す
る
の
も
必
要
で
す
。

特集：食品ロスについて考える 食品ロスを減らす

児
童　

あ
と
、
感
謝
の
心
を
忘
れ

ず
に
食
べ
残
さ
な
い
、
買
い
す
ぎ

な
い
、使
い
切
る
こ
と
で
す
よ
ね
。

高
松　

そ
う
ね
。
一
方
、
食
品
会

社
で
は
製
造
法
や
包
装
の
改
良
に

よ
る
賞
味
期
限
の
延
長
、
小
売
店

で
は
小
分
け
や
値
引
き
に
よ
る
売

り
切
り
、
３
分
の
１
ル
ー
ル
の
緩

和
、
行
政
は
継
続
し
た
啓
発
な
ど

の
ほ
か
、
社
会
全
体
で
フ
ー
ド
バ

ン
ク（
※
）の
し
く
み
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

児
童　

一
人
ひ
と
り
が
気
を
つ
け

る
こ
と
で
す
ね
。
早
速
、
友
達
や

家
族
に
も
教
え
て
あ
げ
ま
す
。
今

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

食品ロスを減らすために、日頃から、どのような工夫をしているかを市民のかたにお聞きしました。
皆さんも、これからの取り組みの一つとして、参考にしてみてはいかがですか。

　食品ロスは、食生活が
豊かな日本ならではの課
題だと思います。私たち
は当然のように食事をし

ていますが、世界には飢餓で苦しんでいる人
がおおぜいいます。そうした状況に目を向け、
日頃の生活を一人ひとりが見直すことがたい
せつではないでしょうか。学校では今後も指
導を重ねて、食べ残しを減らす取り組みを進
めていきますが、ご家庭でも好き嫌いをなく
す工夫や食事中のだんらんを通して、食べ物
への感謝の心を育んでいただきたいですね。

食べ物を残さない、
食材を買いすぎない、使い切る　など

賞味期限の延長、
売り切り、３分の１ルールの緩和、
食べ残した物の持ち帰りの推進　など

啓発活動の推進　など

消費者

企　業

行　政

取材の
　まとめ

Ｑ
今
後
、
気
を
つ
け
る
こ
と
は

日頃の生活の見直しを
学校給食センター

西
にし

川
かわ

 聡
さと

子
こ

栄養士

買い物の前に
冷蔵庫の確認

無駄をゼロへ
みんなで協力

工夫しだいで
余り野菜活用
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クローズアップ
　　藤

ふじ

村
むら

 賢
さとし

さん（21歳・南町２丁目）

→市内在住で18～54歳の健康で消防・防災活動に意欲のある人　申し込み・詳細＝消防本部総務課（緯441・0117）

このまちは俺たちが守る
ある大学生の奮闘

　

火
災
や
大
規
模
災
害
発
生
時
に
、
自

宅
や
職
場
な
ど
か
ら
現
場
に
駆
け
つ
け
、

消
火
・
救
助
活
動
を
行
う
消
防
団
。
今

回
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
藤
村
賢
さ
ん

は
蕨
で
唯
一
の
大
学
生
消
防
団
員
で
す
。

　

勉
強
、
家
族
や
友
人
と
の
交
流
、
ア

ル
バ
イ
ト
と
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を

送
る
藤
村
さ
ん
。
中
学
生
の
頃
か
ら
消

防
活
動
に
憧
れ
、
４
年
前
、
18
歳
に
な

る
と
同
時
に
入
団
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

所
属
す
る
第
５
分
団
に
は
、
現
在
16

仲間との絆が成長への原動力に
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7　広報WARABI 消防団員（男性・女性）募集／火災などの災害への対応や予防啓発活動などを通じ地域を守る団員を募集します→

人
が
在
籍
。
そ
の
最
年
少
が
藤
村
さ
ん

で
す
。
叱
咤
激
励
し
て
く
れ
る
先
輩
た

ち
と
と
も
に
地
域
を
守
っ
て
い
く
な
か

で
、
分
団
の
一
員
と
し
て
、
い
つ
も
誇

り
に
感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で

す
。
そ
れ
は
、
各
団
員
の
地
元
・
蕨
を

愛
す
る
心
、
そ
し
て
、
固
く
結
ば
れ
た

団
結
力
の
強
さ
で
す
。
熱
い
思
い
に
駆

り
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
藤
村
さ
ん
も

精
力
的
に
活
動
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
は
、「
技
術
も
経
験
も
足
り
な
い
。

消
防
団
員
と
し
て
も
人
間
と
し
て
も
ま

だ
ま
だ
で
す
」
と
、
自
ら
を
分
析
し
、

高
み
を
目
指
し
ま
す
。そ
う
し
た
姿
に
、

分
団
長
の
寺て
ら

尾お

紀の
り

彦ひ
こ

さ
ん
も
「
ず
い
ぶ

ん
た
く
ま
し
く
な
っ
た
。
着
実
に
成
長

し
て
い
ま
す
よ
」と
、目
を
細
め
ま
す
。

　

そ
ん
な
藤
村
さ
ん
は
、現
在
４
年
生
。

民
間
企
業
へ
の
就
職
が
内
定
し
、
来
年

４
月
か
ら
新
た
な
世
界
へ
飛
び
込
み
ま

す
。
そ
れ
で
も
、「
こ
れ
か
ら
も
こ
の
ま

ち
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
り
た
い
ん
で

す
」
と
、
頼
も
し
い
ひ
と
言
。
15
人
の

仲
間
と
支
え
合
い
な
が
ら
、
一
歩
、
ま

た
一
歩
と
、歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

仲間との絆が成長への原動力に
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ル
や
マ
ナ
ー
を
見
直
し
、
安

全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入

費
用
補
助
／
対
象
＝
高
校
生

ま
で
の
人
、
65
歳
以
上
の
人 

※
そ
の
他
条
件
あ
り　

補
助

額
＝
費
用
の
２
分
の
１　
※
上

限
２
０
０
０
円　
申
し
込
み
・

詳
細
＝
安
全
安
心
推
進
課

（
緯
433
・
７
７
５
５
）

→社埼玉県支部へ送金いたしました　義援金は被災地支援に役立てられます　問い合わせ＝庶務課（緯433・7705）

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
見
に
来
ま
せ
ん
か
〕

▼
第
18
回
こ
ど
も
の
た
め
の
た
の

し
い
た
の
し
い
コ
ン
サ
ー
ト　

12

月
20
日　

午
前
の
部
＝
11
時　

午

後
の
部
＝
２
時　

市
民
会
館　

５

０
０
円
≪
川
口
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
・
横
川
・
緯
090
・
３
５
４

８
・
２
９
８
７
≫

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
和
楽
備
ラ
ジ
オ
体
操
絆
の
会　

月
・
水
・
金
曜
日
＝
午
前
６
時
15

分　

火
・
木
曜
日（
男
性
の
み
）＝

午
前
７
時　

城
址
公
園
≪
平
田
・

緯
090
・
３
１
３
１
・
９
３
９
９
≫

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前

ラ
・
セ
ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０

円
≪
浦
島
・
緯
224
・
５
９
１
５
≫

▼
Ａ
Ｂ
Ｃ
キ
ッ
ズ（
幼
児
英
会
話
） 

月
３
回
水
曜
日　

午
前
10
時　

中

央
公
民
館
か
旭
町
公
民
館　

月
２

３
０
０
円　

未
就
園
児
≪
野
上
・

緯
090
・
４
６
２
２
・
３
８
６
４
≫

▼
北
町
ア
ー
ト
ア
ト
リ
エ（
造
形
） 

幼
児
＝
月
曜
日　

午
前
11
時　

市

内　

１
回
８
０
０
円　

小
学
生
＝

金
曜
日　

午
後
４
時
半　

北
町
公

民
館　

月
３
８
０
０
円
≪
大
矢
・

緯
090
・
９
９
５
２
・
７
６
５
８
≫

▼
ク
レ
セ
ン
ト
（
ヨ
ガ
・
ピ
ラ
テ

ィ
ス
）　

月
４
回
水
曜
日　

午
後

７
時
15
分　

旭
町
公
民
館　

月
２

０
０
０
円　

初
心
者
大
歓
迎
≪
大

内
・
緯
431
・
３
６
１
０
≫

回
以
上
、
こ
れ
ら
を
繰
り
返

し
た
運
転
者
が
、
更
に
自
転

車
を
運
転
し
て
危
険
を
生
じ

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
、
講
習
の
受
講
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
市
内
の
状
況
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。
昨
年
発

生
し
た
人
身
事
故
件
数
は
２

２
３
件
。
10
年
前
と
比
べ
、

約
半
分
に
ま
で
減
少
し
ま
し

た
が
、
自
転
車
事
故
が
41
・

４
％
と
、
そ
の
割
合
の
高
さ

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
事
故
の
原
因
と
し
て

多
く
な
っ
て
い
る
の
が
、
安

全
不
確
認
や
一
時
不
停
止
で

す
。
障
害
物
を
避
け
る
際
の

後
方
確
認
を
怠
っ
た
り
、
信

号
の
な
い
交
差
点
で
飛
び
出

し
を
し
た
り
と
、
ル
ー
ル
を

守
ら
な
い
こ
と
に
よ
り
事
故

を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

リポート　そこが知りたい

　

近
年
、
自
転
車
利
用
者
の

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
違
反
が

全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
全
国
で
発
生
し

た
自
転
車
関
連
死
亡
事
故
の

う
ち
、
約
８
割
が
自
転
車
側

の
違
反
で
し
た
。
そ
し
て
、

今
年
６
月
に
は
道
路
交
通
法

が
一
部
改
正
。
14
類
型
の
危

険
行
為
（
下
イ
ラ
ス
ト
）
が

規
定
さ
れ
、
３
年
以
内
に
２

ル
ー
ル
を
守
ろ
う
と
思
う
」

と
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
今
年
も
９
月

末
現
在
ま
で
に
発
生
し
た
１

５
１
件
の
人
身
事
故
の
う
ち
、

自
転
車
関
連
の
事
故
が
依
然

と
し
て
31
・
９
％
を
占
め
る

な
ど
、
自
転
車
の
適
切
な
利

用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
も
う
一
度
ル
ー

心
が
け
ま
し
ょ
う
！
安
全
な
自
転
車
利
用

そ
う
し
た
な
か
、
市
で
は
、

昨
年
12
月
に
自
転
車
安
全
利

用
条
例
を
施
行
し
、
安
全
利

用
を
促
進
し
て
い
る
ほ
か
、

交
通
安
全
教
室
を
継
続
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
先
月
に

は
、「
ス
ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト
レ

イ
ト
交
通
安
全
教
室
」
を
開

催
。
参
加
者
か
ら
、「
事
故
の

再
現
を
見
て
、
怖
か
っ
た
。

　

自
転
車
は
気
軽
に
利
用
で
き
る
便
利
な
乗
り
物
で
す
。し
か
し
、ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い

と
思
わ
ぬ
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。今
月
は
、今
年
６
月
に
改
正
さ
れ
た
道
路
交
通
法
の
要

点
と
市
の
自
転
車
事
故
の
現
状
を
紹
介
し
ま
す
。も
う
一
度
、安
全
な
利
用
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

スケアード・ストレイト交通安全教室

〈111〉

交
通
事
故
は
減
少
傾
向

高
い
自
転
車
事
故
割
合

６
月
に
道
交
法
が
改
正

安
全
を
見
直
す
機
会
に

　６月施行の改正道路交通
法（自転車講習制度）は、将
来的に交通の危険を生じさ
せるおそれのある者を対象
とするのが基本的な考えで
す。自動車運転免許取得年齢に達していない
かたや、免許を受けていないかたに対して、
自転車の交通ルールと14の危険行為の周知を
図るため、警察の交通安全教育をはじめ、学
校教育の場など、各行政機関が連携して、自
転車の交通ルールを教育する必要があります。

関係機関と連携し
　　　　ルールを周知

①自転車は、車道が原則、歩
　道は例外
②車道は左側を通行
③歩道は歩行者優先で、車道
　寄りを徐行
④安全ルールを守る
⑤子どもはヘルメットを着用

自転車安全利用五則
守ろう

蕨警察署交通課

村
むら

田
た

 良
よし

男
お

係長

自転車運転者講習の
対象となる危険行為（14類型）

信号無視 遮断踏切立入り 指定場所一時不停止等 その他の危険行為

歩道通行時の通行方法違反 ブレーキ不良自転車運転 酒酔い運転

●通行禁止違反
●交差点安全進行義
　務違反等
●歩行者用道路にお
　ける車両の義務違
　反（徐行違反）
●交差点優先車妨害
　等
●通行区分違反
●環状交差点安全進
　行義務違反等
●路側帯通行時の歩
　行者の通行妨害
●安全運転義務違反
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開館＝午前10時～午後４時
休館＝木曜日､ 毎月26日～末日
ところ＝南町４―36―４
問い合わせ＝緯441・9780
URL＝http://kyosai-museum.jp/

平成27年台風第18号等大雨災害に伴う義援金へのお礼について／皆さんからの義援金153,346円を日本赤十字→

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

北

小
学
校　

月
１
５
０
０
～
２
０
０

０
円
（
未
就
学
児
は
年
間
１
０
０

０
円
）　

年
中
～
小
学
生
≪
小
泉
・

緯
090
・
４
９
４
８
・
５
９
３
６
≫

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
９
時
半　

南
公
民
館　

無
料　

≪
井
上
・
緯
442
・
０
２
５
９
≫

▼
蕨
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

（
硬
式
テ
ニ
ス
）　

水
曜
日　

午
前

９
時　

市
民
体
育
館　

月
３
５
０

０
円
≪
菊
地
・
緯
443
・
６
６
１
１
≫

▼
ね
こ
の
み
み（
市
民
交
流・談
話
） 

月
１
回　

正
午　

市
内　

５
０
０

円
≪
北
田
・
緯
432
・
８
５
０
１
≫

▼
合
気
道
無
為
会　

月
・
木
曜
日

＝
午
後
７
時　

土
曜
日
＝
午
前
11

時　

市
民
体
育
館
か
第
二
中
学

校　

月
２
０
０
０
円
≪
壷
内
・
緯

441
・
１
０
７
２
≫

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
セ
ピ
ア
・
火
曜
会
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー　
１
日
・
９
日　
午
後
１
時

15
分　
く
る
る　
６
０
０
円
≪
貫
井・

緯
080
・
５
４
０
１
・
１
７
５
３
≫

▼
「
柴
又
七
福
神
と
寅
さ
ん
記
念

館
」
参
加
者
説
明
会　

28
日　

午

後
３
時　

わ
ら
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
≪
日
帰
り
旅
倶
楽

部
・
岩
本
・
緯
090
・
３
４
３
１
・

４
２
９
５
≫

▼
寺
子
屋
パ
ザ
パ
「
ホ
ッ
ト
フ
ラ

体
験
」　
29
日　
午
前
11
時　
１
５
０

０
円　
会
場
は
電
話
確
認
≪
杉
岡
・

緯
090
・
１
７
７
４
・
３
９
７
１
≫

▼
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

４
日
・

11
日
・
26
日　

午
後
１
時　

く
る

る　

４
９
９
円
≪
犬
塚
・
緯
441
・

７
３
７
３
≫

交流深めるミニ運動会
　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
・
こ
っ
こ
ぴ
よ
の
運
動
会

が
、
10
月
８
日
に
市
民
体
育

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
北
町

地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
協
力
の

下
、
未
就
園
児
の
親
子
20
組

が
か
け
っ
こ
や
体
操
、
障
害

物
競
争
な
ど
に
挑
戦
。
爽
や

か
な
汗
を
流
し
な
が
ら
ス
ポ

ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

９
月
29
日
、
旭
町
公
民
館

で「
エ
コ
・
工
作
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
」が
開
か
れ
ま
し
た
。長
年
、

地
域
活
動
に
取
り
組
む
旭
町

婦
人
会
の
皆
さ
ん
を
講
師
に
、

参
加
者
９
人
は
、
身
近
な
牛

乳
パ
ッ
ク
で
ペ
ン
立
て
作
り

に
挑
戦
。
パ
ッ
ク
を
立
体
的

に
組
み
合
わ
せ
、
布
で
飾
っ

た
か
わ
い
ら
し
い
出
来
栄
え

に
、皆
さ
ん
大
満
足
で
し
た
。

牛乳パックでエコ工作

「蕨版総合戦略」を策定

地元産野菜求め大盛況

みんなで仮装パレード

　

10
月
22
日
、「
蕨
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
に
係
る
市
民
懇
談
会
」
か

ら
市
へ
意
見
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
市
で
は
、
本
意
見

書
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
出
生

率
の
向
上
と
子
育
て
世
代
の

定
住
促
進
に
向
け
、
今
後
５

年
間
の
目
標
や
施
策
な
ど
を

ま
と
め
た
蕨
版
総
合
戦
略
を

同
29
日
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

蕨
市
園
芸
緑
化
研
究
会
に

よ
る「
第
40
回
園
芸
祭
」が
、

10
月
23
日
と
24
日
、
和わ

楽ら

備び

神
社
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
農
家
の
皆
さ
ん
が
丹

精
こ
め
て
育
て
た
ネ
ギ
や
ダ

イ
コ
ン
な
ど
、
50
品
目
が
並

ん
だ
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
訪
れ

た
延
べ
５
７
３
人
は
、
生
産

者
の
顔
が
見
え
る
安
全
な
産

直
野
菜
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
25
日
、
市
民
会
館
と

蕨
駅
西
口
駅
前
通
り
を
主
会

場
に
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ワ
ー
ル

ド 

ｉ
ｎ 

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｉ
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者

１
９
７
２
人
は
、
魔
女
や
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
、
思
い
思

い
の
衣
装
に
身
を
包
み
、
通

り
を
に
ぎ
や
か
に
パ
レ
ー
ド
。

お
菓
子
を
も
ら
い
な
が
ら
、

楽
し
く
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

蕨でよみがえる
河鍋暁斎の世界

　幕末から明治にかけて活躍した河
かわ

鍋
なべ

暁
きょう

斎
さい

｡ 風刺画や美人画､ 妖怪画な
どあらゆるジャンルの作品を描いた
天才絵師として称賛を集めています。
　市では、そんな暁斎の作品を多数
所蔵している河鍋暁斎記念美術館

（河鍋楠
くす

美
み

館長）と８月26日に協定を
締結｡同館と連携しながら､文化振興
や魅力あるまちづくりを進めていま
す。その一環として､この度､市ホー
ムページに特設ページを開設しまし
た｡ 同ページでは､ 暁斎や作品の紹
介のほか、行政広報番組で放送した
動画も閲覧することができます。今
後もまちのたいせつな地域資源であ
る暁斎を市内外にＰＲしていきます。

　同館では､12月23日まで「暁斎と芝
居絵―忠臣蔵からパリス劇場まで―」
展､「暁斎プラスワンシリーズ24 初
代彫蓮作品展―暁斎に魅せられて―」
を開催中です（お知らせ版８㌻）｡ 足
を運んでみてはいかがでしょうか。

公益財団法人
河鍋暁斎記念美術館

蕨 京浜東北線
JR 西川口駅

西口

●

●●

三和中央
通り

桜並木

●スーパー

若葉公園

緑　

川

河鍋暁斎記念美術館

カリン通り
鬼沢橋

国
道
17号

喫茶店

喜沢
通り

暁斎特設
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い
た
だ
き
た
い
で
す
。

お
母
さ
ん　

口
の
健
康
は
全

身
の
健
康
に
深
く
関
係
し
て

い
る
と
い
い
ま
す
も
の
ね
。

保
健
師　

生
活
習
慣
病
や
認

知
症
の
予
防
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
ど
ん
な
世
代
の
か
た

も
、
年
齢
や
状
況
な
ど
に
合

わ
せ
た
取
り
組
み
で
健
康
を

保
つ
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ワ
ラ
ビ　

分
か
り
ま
し
た
～
。

み
ん
な
で
健
康
密
度
も
日
本

一
の
ま
ち
を
目
指
そ
う
ね
。

→籍取得・国籍離脱・その他相談などは同局戸籍課で手続きをすることになります　詳細＝同課（緯048・851・1000）

歯
科
医
師　

こ
れ
で
今
回
の

む
し
歯
の
治
療
は
終
了
で
す
。

が
ん
ば
っ
て
偉
か
っ
た
ね
。

ワ
ラ
ビ　

よ
か
っ
た
。
先
生

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん　

こ
れ
か
ら
は
ち

ゃ
ん
と
歯
を
磨
く
の
よ
！

ワ
ラ
ビ　

う
ん
、分
か
っ
た
。

歯
科
医
師　

と
こ
ろ
で
、
お

母
さ
ん
は
歯
科
医
院
で
、
定

期
的
に
口
腔
内
を
診
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
か
？

お
母
さ
ん　

高
校
を
卒
業
し

て
か
ら
行
っ
て
い
な
い
で
す
。

ワ
ラ
ビ　

歯
医
者
さ
ん
に
は

む
し
歯
の
と
き
に
だ
け
行
け

ば
い
い
と
思
っ
て
い
た
よ
。

歯
科
医
師　

治
療
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
将
来
の
た
め
に

自
分
の
口
腔
の
状
態
を
知
る

こ
と
も
大
事
な
ん
で
す
よ
。

そ
の
手
段
の
一
つ
が
健
康
診

把
握
し
て
い
ま
す
か
？
自
分
の
口
腔
の
状
態

来
月
か
ら
20
歳
の
歯
科
健
康
診
査
ス
タ
ー
ト

査
や
歯
周
疾
患
検
診
で
す
。

お
母
さ
ん　

そ
う
い
え
ば
、

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
検
診
の

受
診
券
が
届
い
て
い
た
わ
。

歯
科
医
師　

30
歳
・
40
歳
・
50

歳
・
60
歳
・
70
歳
の
節
目
の
人

が
無
料
で
受
け
ら
れ
る
歯
周

疾
患
検
診
の
こ
と
で
す
ね
。

期
間
は
今
月
末
ま
で
で
す
よ
。

お
母
さ
ん　

今
回
は
忘
れ
ず

に
受
診
し
な
き
ゃ
。

歯
科
医
師　

ま
た
、
来
月
か

ら
は
20
歳
の
か
た
を
対
象
に

し
た
歯
科
健
康
診
査
も
始
ま

り
ま
す
。
全
国
的
に
も
珍
し

い
取
り
組
み
の
よ
う
で
す
よ
。

ワ
ラ
ビ　

近
所
の
Ａ
子
さ
ん

が
今
度
成
年
式
だ
っ
た
よ
ね
。

教
え
て
あ
げ
た
い
な
～
。

お
母
さ
ん　

じ
ゃ
あ
、
保
健

セ
ン
タ
ー
に
聞
き
に
行
っ
て

み
ま
し
ょ
う
か
。

ワ
ラ
ビ　

こ
ん
に
ち
は
。

お
母
さ
ん　

12
月
か
ら
、
新

た
に
20
歳
の
歯
科
健
康
診
査

が
始
ま
る
そ
う
で
す
ね
。

保
健
師　

は
い
。
学
校
を
卒

業
後
、
受
診
す
る
機
会
が
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

う
ち
の
お
母
さ
ん

だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ね
。

保
健
師　

ま
た
、現
在
、市
が

実
施
し
て
い
る
歯
周
疾
患
検

診
は
30
歳
以
上
で
な
け
れ
ば

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

親と子の
ニュースの
小窓

着実に進む
歯と口の健康づくり

新成人の口腔ケアも支援
　市では、蕨戸田歯科医師会と連携
し、口腔を健康に保つための各種事
業を進めています。12月からは20歳
の歯科疾患予防推進事業もスタート。
今月は、同会羽

は
根
ね
田
だ
高
たか
洋
ひろ
公衆衛生部

長（歯科医師）のお話を交えながら検
（健）診の重要性について紹介します。

｢

ま
ず
は
口
腔
の
状
態
を
把
握
し
ま
し
ょ
う｣

と
、羽
根
田
先
生（
左
）

お
母
さ
ん　

歯
並
び
が
ほ
ぼ

完
成
し
、
親
知
ら
ず
も
生
え

て
く
る
時
期
で
す
か
ら
ね
。

保
健
師　

そ
う
で
す
ね
。
そ

こ
で
、
20
歳
の
か
た
向
け
の

事
業
も
開
始
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
（
概
要
は
左
囲
み
）。

ワ
ラ
ビ　

新
成
人
へ
の
す
て

き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
る
ね
。

保
健
師　

こ
の
機
会
に
口
腔

の
ト
ラ
ブ
ル
を
発
見
・
予
防

し
て
、
健
康
に
過
ご
す
た
め

の
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
て

20歳の歯科健康診査の概要（詳細＝保健センター 緯431・5590）

　

【対象】
平成７年４月２日～８年４月１日生まれの市民
　※対象者には、今月下旬に受診券が届きます。
【期間】　　　　　　　　　　　　【健診場所】
12月～来年２月の３か月間　　　蕨・戸田市内の指定医療機関
　　　　　　　　　　　　　　　　※受診券同封の一覧でご確認を｡
【内容】 ※③は希望者のみ。
①口腔内診査（歯の状況､ むし歯の有無､ 顎関節や歯並びのチェック）
②歯周病検査（歯肉の状況､ 歯石付着の状態､ 歯周ポケットの深さ） 
③パノラマレントゲン検査（親知らずの状態・チェック部位を撮影）
【健診料】
無料（蕨市が負担）　※健診後の診療に係る費用は保険診療。
【持ち物】
受診券、健康保険証
【受診方法】
希望する指定医療機関へ事前に電話連絡の上､ 受診してください

 

          平成２７年度     
      
       節目外健診）  

 

                       

                

 

 
                       
 

 

 

 

 

          平成２７年度     
      
       節目外健診）  

 
                       

                

 

 
                       
 

 

 

 

 

          平成２７年度     
      
       節目外健診） 

 

                    
                

 

 
                       
 

 

 

受  診  券  
 

蕨市保健センター 
蕨市北町２－１２－１５ 電話：０４８－４３１－５５９０ 

健康密度も日本一のまちへ  

健診料：蕨市が負担します 
※この受診券がないと健診は受けられません。 

 

パノラマレントゲン検査 希望します・希望しません いずれかに○をつけて受診してください。  

蕨市 ２０歳の 
歯科健康診査 

   

受  診  券  
 

蕨市保健センター 
蕨市北町２－１２－１５ 電話：０４８－４３１－５５９０ 

健康密度も日本一のまちへ 

健診料：蕨市が負担します  

※この受診券がないと健診は受けられません。 
 

パノラマレントゲン検査 希望します・希望しません いずれかに○をつけて受診してください。  
 

 

蕨市 ２０歳の 
歯科健康診査 

 
 

受  診  券  
 

蕨市保健センター 
蕨市北町２－１２－１５ 電話：０４８－４３１－５５９０ 

健康密度も日本一のまちへ 
健診料：蕨市が負担します 

 

※この受診券がないと健診は受けられません。 
 

蕨市 ２０歳の 
歯科健康診査 

 
 

パノラマ・レントゲン検査 希望します・希望しません いずれかに○をつけて受診してください。  
 

 

見
本
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恭
きょう

輔
すけ

ちゃん
（２歳９か月）

圭
けい

輔
すけ

ちゃん
（２歳９か月）

左
ひだり

　　武
たけ

史
し

さん　
裕
ゆ

美
み

子
こ

さんの
二男・三男　 　

　　南町３丁目

晴
はる

崇
たか

ちゃん
（１歳２か月）

家
いえ

永
なが

　知
とも

明
あき

さん　
惠
え

理
り

さんの
長男　　　　

　　北町３丁目

さいたま地方法務局における国籍事務の取り扱いが変更されます／１月４日から帰化許可申請・届出による国→

　
「
早
産
の
た
め
、１
３
５
６

㌘
で
生
ま
れ
た
晴
崇
。
同
い

年
の
お
友
達
よ
り
も
、
ち
ょ

っ
ぴ
り
小
柄
で
す
が
、毎
日
、

元
気
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ

る
晴
崇
と
の
時
間
は
幸
せ
い

っ
ぱ
い
で
す
。
パ
パ
と
遊
ぶ

の
が
大
好
き
で
、
休
日
に
は

趣
味
の
ギ
タ
ー
を
弾
く
そ
の

傍
ら
に
ち
ょ
こ
ん
と
座
っ
て
、

一
本
指
を
振
り
な
が
ら
、
う

れ
し
そ
う
に
体
を
揺
ら
し
て

い
ま
す
。
ま
る
で
指
揮
者
の

よ
う
な
姿
は
、
と
っ
て
も
愛

ら
し
い
ん
で
す
よ
。
こ
れ
か

ら
も
、ず
っ
と
健
康
で
、す
な

お
な
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
」と
、母
親
の
惠
理
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－523－

かるた
ヘルスケア

　

足
の
筋
肉
や
骨
な
ど
が
病

気
や
加
齢
に
よ
り
障
害
を
起

こ
し
、
寝
た
き
り
や
要
介
護

に
つ
な
が
る
健
康
寿
命
の
短

縮
が
懸
念
さ
れ
る
状
態
で
す
。

　

膝
の
関
節
症
や
骨
粗
し
ょ

う
症
だ
け
に
限
定
し
て
も
日

本
で
は
、
約
５
０
０
０
万
人

に
及
ぶ
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

メ
タ
ボ
や
認
知
症
と
の
関
係

も
あ
り
、
早
期
発
見
と
予
防

を
し
た
い
も
の
で
す
。
痛
み

な
ど
の
具
体
的
な
症
状
の
ほ

か
に
、
片
足
立
ち
で
靴
下
を

履
け
な
い
、
青
信
号
の
う
ち

に
信
号
を
渡
り
切
れ
な
い
な

ど
…
。
少
し
ず
つ
で
も
日
々

の
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
生

活
習
慣
の
意
識
を
ギ
ア
チ
ェ

ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

DE

蕨
市
立
病
院

柴し
ば

田た 

優ゆ
う

子こ 

医
師

柴
田
医
師
の
健
康
増
進
外
来
は

木
曜
日
午
後
。
詳
細
は
市
立
病

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
を

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

ろ

200万人目となった

　

日
本
が
超
高
齢
化
・
人
口

減
少
社
会
に
突
入
す
る
中
で
、

日
本
の
豊
か
な
未
来
に
と
っ

て
、地
方
自
治
体
を
中
心
に
、

個
性
的
で
魅
力
的
な
地
域
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

蕨
市
で
は
、
そ
の
対
応
と
し

て
、
先
月
、
蕨
版
総
合
戦
略

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

総
合
戦
略
は
、
市
民
懇
談

会
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
書

や
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
伺
い
す
る
た
め
に

実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
な
ど
の
内
容
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
昨
年
度
ス
タ
ー

ト
し
た｢

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
蕨｣

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
基

本
に
、
人
口
減
少
社
会
へ
の

対
応
に
焦
点
を
当
て
、妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
に
対
す
る
切

れ
目
の
な
い
支
援
や
子
育
て

世
代
の
定
住
促
進
な
ど
を
よ

り
充
実
さ
せ
、
現
在
の
人
口

を
維
持
し
て
い
く
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。
10
月
に
ス
タ

ー
ト
し
た
三
世
代
ふ
れ
あ
い

家
族
住
宅
取
得
支
援
事
業
も

そ
の
一
つ
で
す
し
、新
た
に
、

不
妊
治
療
へ
の
支
援
や
父
子

手
帳
の
配
布
、
マ
タ
ニ
テ
ィ

ー
音
楽
観
賞
会
等
の
施
策
も

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

幸
い
、
私
の
市
長
就
任
以

来
、
蕨
市
の
人
口
は
微
増
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
蕨

市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
、
魅

力
的
な
ま
ち
と
し
て
発
展
で

き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

人口減少社会に立ち向かう
蕨版総合戦略を策定

83

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は５日です。12月は３日
です。時間は午後１時～５時
を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課

（緯433・7701）へご連絡を。

　

背
伸
び
を
し
て
、
枝
に
そ
っ
と
は
さ

み
を
入
れ
る
児
童
た
ち
。
先
月
19
日
、

中
央
小
学
校
区
放
課
後
子
ど
も
教
室
で

行
わ
れ
た
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
収
穫
の

様
子
で
す
。
７
年
前
か
ら
校
舎
裏
で
育

て
て
い
る
木
に
は
、
毎
年
、
11
月
中
旬

ま
で
に
１
０
０
個
も
の
実
が
な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
も
、
爽
や
か
な
匂
い
に
誘
わ

れ
、
甘
そ
う
な
物
を
口
に
運
ぶ
と
…
、

予
想
外
の
渋
さ
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
し
か
め

っ
面
に
。で
も
、ス
タ
ッ
フ
の
か
た
か
ら

「
10
日
く
ら
い
保
管
す
る
と
、
も
っ
と

甘
く
な
る
ん
だ
よ
」
と
、
お
い
し
く
い

た
だ
く
秘
訣け

つ

を
教
わ
っ
て
、
納
得
の
様

子
。ま
た
一
つ
知
識
が
増
え
ま
し
た
ね
。

子どもクラブ新発見！甘～いキウイの秘密
中央小学校区

放課後子ども教室
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祝
い
ご
と
や
お
も
て
な
し
、

お
弁
当
に
大
活
躍
の
飾
り

巻
き
寿
司
。「
彩
り
だ
け
で
な
く
、

会
話
が
は
ず
む
き
っ
か
け
に
な
る

ん
で
す
」
と
、語
る
の
は
、飾
り
巻

き
寿
司
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
、
市
内
の
教
室
で
活
動
す
る
髙

宮
文
代
さ
ん（
中
央
１
丁
目
）で
す
。

　

学
生
時
代
か
ら
お
弁
当
は
自
身

の
手
作
り
。
大
の
料
理
好
き
が
高

じ
て
、
魚
の
さ
ば
き
方
や
煮
物
な

ど
、
自
宅
で
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
教

室
を
開
い
て
き
ま
し
た
。
飾
り
巻

き
寿
司
と
の
出
合
い
は
、「
主
婦
力

の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
、

気
軽
に
申
し
込
ん
だ
体
験
講
座
が

き
っ
か
け
で
す
。
初
め
て
参
加
し

た
講
座
で
、
そ
の
楽
し
さ
の
と
り

こ
に
。そ
の
後
、都
内
の
教
室
で
腕

を
磨
き
、
１
級
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
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平
成
二
十
七
年
十
一
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
飾り巻き寿司インストラクター　　

髙
たか

宮
みや

 文
ふみ

代
よ

 さん

お

和のおもてなしで彩りと笑顔を

ー
の
資
格
を
取
得
し
た
こ
と
を
機

に
、市
内
で
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

日
本
伝
統
の
和
柄
や
、
自
然
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
モ
ダ
ン
な
デ
ザ

イ
ン
な
ど
、一
見
、難
し
そ
う
に
見

え
ま
す
が
、「
こ
つ
さ
え
つ
か
め
ば

誰
で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
」と
、髙

宮
さ
ん
。
身
近
な
食
材
で
遊
び
心

を
取
り
入
れ
る
の
が
モ
ッ
ト
ー
で
、

い
な
り
と
カ
ン
ピ
ョ
ウ
を
使
っ
た

お
猿
さ
ん
、
桜
で
ん
ぶ
を
ま
ぶ
し

た
酢
飯
を
錦
糸
卵
で
包
む
バ
ラ
の

花
な
ど
、
ど
れ
も
見
た
目
が
愛
ら

し
く
、
食
べ
て
お
い
し
い
物
ば
か

り
。
教
室
で
は
絵
柄
を
ス
ケ
ッ
チ

し
て
、
簡
単
な
巻
き
方
に
ア
レ
ン

ジ
す
る
な
ど
、
参
加
者
が
楽
し
め

る
よ
う
に
工
夫
も
欠
か
し
ま
せ
ん
。

こ
う
し
て
包
丁
を
入
れ
、
絵
柄
が

顔
を
出
す
と
、
酢
の
香
り
と
と
も

に
、感
激
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

　

今
年
７
月
、
地
域
活
動
を
広
げ

た
い
と
、わ
ら
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
講
師
と
し
て
登
録
。

す
る
と
早
速
、
依
頼
が
─
。
今
月

か
ら
、
く
る
る
で
開
か
れ
る
「
つ

な
が
る
バ
ン
ク 
ち
ょ
こ
っ
と
・
セ

ミ
ナ
ー
」は
、お
子
さ
ん
も
喜
ぶ
、

雪
だ
る
ま
や
鏡
餅
の
巻
き
物
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の

内
容
で
す
。「
わ
く
わ
く
感
を
味
わ

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
反
応

が
楽
し
み
で
す
」と
、髙
宮
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
和
の
お
も
て
な
し
で
、

地
域
に
彩
り
と
笑
顔
を
届
け
ま
す
。

「真ん中はワラビーです」と、にっこり

輝

いて
ます

　
「
わ
ら
び
山
草
ク
ラ
ブ
」は
、
平
成

16
年
、
北
町
公
民
館
で
実
施
さ
れ
た

山
野
草
教
室
の
参
加
者
が
、
地
域
に

山
野
草
の
魅
力
を
広
げ
よ
う
と
設
立

し
た
団
体
で
す
。
活
動
は
月
に
１
回

（
第
２
火
曜
日　

午
後
１
時
）同
館
で
、

こ
の
道
30
年
以
上
の
熊く
ま

倉く
ら

進す
す
む

先
生
を

講
師
に
、
20
人
ほ
ど
の
会
員
が
栽
培

技
術
の
勉
強
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
で
は
、「
素
朴
な
野
山
の
草
花

を
通
じ
て
、自
分
は
も
ち
ろ
ん
、見
る

人
に
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
た
い
」と
、

種
や
株
を
分
け
、
自
宅
な
ど
で
育
て

た
季
節
の
山
野
草
を
毎
月
持
ち
寄
り
、

「
花
自
慢
」
と
題
し
て
、
品
評
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
年
に

数
回
、
高た
か

尾お

山
や
筑つ
く

波ば

山
な
ど
、
自

生
地
へ
観
察
に
も
訪
れ
ま
す
。ま
た
、

７
日
・
８
日
開
催
の
、「
北
町
地
区

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
お
知

ら
せ
版
10
㌻
）
で
は
、
会
員
が
丹
精

こ
め
て
育
て
た
草
花
を
展
示
し
ま
す

の
で
、足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

繊
細
で
、
季
節
感
が
あ
る
山
野
草

に
興
味
の
あ
る
人
は
、
鹿
島（
☎
441
・

９
９
５
９
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

上
手
に
育
て
る
の
が
難
し
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
魅
力
で
す
。

ぜ
ひ
、
奥
深
い
山
野
草
の
世
界
を
い

っ
し
ょ
に
堪た
ん

能
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

鹿
か

島
しま

 忠
ちゅう

一
いち

 会長代理

｢ともに自然の魅力を楽しみましょう｣と、皆さん

～ わらび山草クラブ ～

紹介します！ 皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

山
草
の
栽
培
通
じ
て
育
む

安
ら
か
な
心
と
交
流
の
輪

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
わ
ら
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
445
・
７
２
５
６
）の
市
民
活
動

登
録
団
体
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

メッセージ


